
 

猛暑が続いています。これからお出かけすることも多々あるでしょうから、体調管理には気をつけてください。 

先日の雨の日、バスに乗っていた時のことです。バスが停留所に止まり、２歳前後の男の子とお母さんが乗っ

てきました。子どもは傘をさしたまま、バスに乗りたかったようです。お母さんが開いた傘を閉じたことで、怒っ

て大泣きしながら乗ってきました。「バスの中では傘はさせないの」と子供に話していますが、泣き止みません。

少ししてピタッと泣き止んだので、どうしたのかと見てみると、母親が飴を口の中に入れていました。 

 傘をさしたかったその子の気持ちを、最初に「バスの中でも傘をさしたかったのね」と、代弁してあげたら大泣

きにはならなかっただろうか？会話することで、学ぶいい機会だったのに・・などと。でも見知らぬ人の前で泣

き止まぬ子の母親の気持ちもわからなくもなく、自分が子育て中はどうだったのかな？と考えさせられました。

保護者の方は、こういう状況の時にどのようにお子さんに声をかけますか？ 

 

 夏本番に入り職員は交代で夏休みをとり、研修も入っています。子どもの人数によっては合同保育をする

日もありますのでご了承ください。 

                                                   園長 岡本 友子 

 

 

 

保育園だより 78 号  2017 年 8 月  1 日 

 せたがや小鳥の森保育園  

 

理念                                  めざす子ども像 

１、乳幼児期の子どもの最善の利益を守る保育園       １、 心身ともに健康な子ども 

２、親・地域の多様な子育ての要求を受け止め、        ２、 自分の要求を持ち、豊かに表現し  

    助ける保育園                              実現しようとする子ども 

３、すべての子どもたちが健やかに育ち、すべての        ３、 自分を大切にし、仲間を大切にする子ども  

    ものの生命を大切にし、平和な社会をめざす保育園   保育目標 

１、 子どもの人格を尊重し、子どもの全面発達を保障する 

２、 保護者と子育てを共同する 

３、 保育園の社会的役割を果たす                                   
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８月の予定 

  ８月    １０日（木）   健康診断 

１７日（木）   身体測定 

２４日（木）   健康診断 

２９日（火）   体験保育      

９月    ６日（水）   引き取り訓練 

  


